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鶏
全
も
住
民
も
置
き
去
り

宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知
事
が
、
東

一

北
電
力
・女
川
２
号
機

（宙
］板
県
女
川

一

町
、
石
巻
市
）
の
再
稼
働
に
同
意
を

一

表
明
し
た
。
東
Ｈ
本
人
震
災
で
被
災

一

し
た
原
発
の
再
稼
働
に
地
元
自
治
体

一

が
同
二日一し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
．　
　
一

福
島
第

一
原
発
事
故
の
原
子
力
災

一

害
を
体
験
し
な
が
ら
、
住
民
の
生
命

一

と
財
Ｉ
を
守
る
白
治
体
の
基
本
任
務

一

を
放
棄
し
て
、
原
発
固
執
を
続
け
る

一

十
自
公
政
権
と
知
事
の
姿
勢
は
、
断

一

じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。　
　
　
一

女
川
２
号
機
は
、
福
島
第

一
原
発

一

と
同
じ
沸
騰
水
型
軽
水
炉

（Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
。
一

Ｂ
Ｗ
Ｒ
の
再
一稼
働
も
初
め
て
で
あ
る
ｃ
一

東
日
本
大
震
災
時
、
女
川
原
発
は

一

Λ
第
鉾
回
全
国
総
会

・
交
流
集
会
∨

０
同
時
＝
１２
月
６
目
（日
）
午
前
１０
時

ヽ
午
後
４
時

Ｏ
場
所
＝
東
京
労
働
会
館
（東
京
都
豊

島
区
南
大
塚
２
，３３
，‐０
）

Ａ
重
量
帯

童
電

ヨ
規
型
案
粂
▽

０
同
時
１
１２
月
７
目
↑
し
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

Ａ
全
国
代
表
委
員
会
Ｖ

Ｏ
日
時
１
１２
月
５
日
午
後
１
時
～

鶴
嘔
ｍ
ず
Ｌ

県
の
試
算
で
も
住
民
が
い
っ
せ
い
避

難
し
た
場
合
、
石
巻
市
の
市
民
の
多

く
が
日
的
地
に
着
く
の
に
５
日
以
上

要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
女
川
原
発
は
牡
鹿
半
島
の
付
け

１
～
３
号
機
は
強
震
動
で
す
べ
て
緊

一
根
に
あ
り
、
半
島
先
端
方
向
に
住
む

名
炒停
止
じ
約
１３
Ｆ
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
一
住
民
は
、
海
岸
沿
い
の
豊
が
り
く
ね

っ

２
号
機
の
原
子
炉
建
屋
地
下
は
浸
水

一
た
道
路
を
経
て
避
難
で
き
る
か
危
ぶ

し
た
が
、
福
島
第

一
原
発
事
故
の
再

一
ま
れ
る
。

来
は
免
れ
得
ユＬ
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

県
民
は
三
度
に
わ
た
り
、
再
稼
働

こ
れ
は
、
高
野
博

。
共
産
党
町
議

一
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制

（当
時
）
は
じ
う
原
住
遠
が
、
チ
リ

一
定
を
求
め
た
が
、
自
公
画
党
中
心
と

津
波
時

（１
９
６
０
Ｌ
）
、
テ
き
日
　
，（ヽ
）り
具
議
会
は
い
ず
れ
も
否
決
〓
県

一か

一
，

ゴ
一
に
達
し
、
機
器
冷
ゴ
系

一
三
一（●
意
思
を
「
う
こ
と
を
拒
否
し
た
し

の

一海
水
取
水
口
」
に
届
か
な
い
こ

一　

県
は
８
月
、
ア
会
場
で
住
民
説
明

と
を
指
摘
し
、
抜
本
対
策
を
要
求
．　
一
会
を
強
行
の
上
、

１０
月
２２
日
、
県
議

東
北
電
力
は
、
３
号
機
増
設
時
に
、　
一
会
は
再
稼
働
賛
成
の
請
願
を
採
択
（．

一卑
田
海
底
を

「
‐一９
望

一
浚
渫
す
る

一
委
員
会
で
は
再
稼
働
反
対
の
請
願
を

工
事
を
し
た
結
果
、
キ
う
じ
て
苛
酷

一
趣
旨
説
明
も
行
わ
せ
ず
わ
ず
か
７
分

事
故
を
免
れ
た
も
の
で
あ
る
（．　
　
　
　
一
で
不
採
択
に
し
た
．

「河
北
一
世
論

女
川
２
号
機
の
再
稼
働
は
、
規
制

一
調
査
で
は
県
議
会
の
採
択
を

一支
持

委
の
新
規
制
基
準
に

「合
格
一
し
た

一
し
な
い
一
７２

，
」
）
村
井
知
事
が
再
稼

こ
と
に
よ
る
が
、
新
規
制
基
準
は
、　
一
働
に
同
意
す
べ
き
か
は

一い
い
え
」

福
島
第

一
原
発
事
故
の
検
証
に
も
と

一
が
５７
袢
、

「は
い
一
３‐
袢
の
倍
近
く

づ
く
も
の
で
は
な
く
苛
酷
事
故
の
再

一
に
の
ば
っ
た
，

発
防
止
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
．
一　

村
井
知
事
の
再
稼
働
同
意
は
、
安

ま
た
、
同
原
発
の
半
径
３０

，
キ
圏
内

一
全
も
住
民
も
置
き
去
り
の
も
で
し
か

白
治
体
に
は
約
２０
万
人
が
居
住
す
る
．
一
な
い
。

○
新
潟
県
に
お
け
る
福
島
原
発
事
故
の
検
証
報
告
（２
面
）

○
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
（３
面
）

○
核
兵
器
禁
上
条
約

来
年
１
月
２２
日
発
効

へ
（５
面
）

●
原
発
を
な
く
す
全
国
連

絡
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

△
が
Ｈ
日
衝
臥

開
か
れ
、

Ξ
業
訴
訟
彙
裁
判
決
を

を
ど
う
活
か
す
の
か
～
高

裁
判
決
の
意
義
と
今
後
の
課
題
」
と

題
し
て
、

「生
業
を
返
せ
、
地
域
を

返
せ
―
」
福
島
原
発
訴
訟
原
告
弁
護

団
事
務
局
長
の
馬
奈
本
源
太
郎
弁
護

士
が
講
演
し
た
●
仙
一一暑
早
鱗
■
体
は
、

「国
の
責
任
一
を

一
審
に
続
き
一尚
裁

レ
ベ
ル
で
は
初
め
て
断
罪
〔）

「被
害

救
済
一
も
前
進
．
損
害
賠
償
認
定
の

地
域
が
広
が
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
損
害
賠
償
が
地
域
ご
と
認
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
原
上
口だ
け
で
は
な

く
同
じ
地
域
の
被
災
者
も
申
し
立
て

を
す
れ
ば
同
じ
損
害
賠
償
を
得
ら
れ

る
こ
と
だ
〓
被
災
者
分
断
を
乗
り
越

え
る
弁
護
団
の
裁
判
手
法
が
光
ろ
●

馬
奈
本
弁
護
士
の
講
演
は
、
高
裁
判

決
の
意
義
を
様
々
な
角
度
か
ら
わ
か

り
や
す
く
解
明
し
た
も
の
だ

っ
た
〔

最
後
に
講
師
は
、
被
災
者
が

一何
も

悪
い

，
一と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
日
に
遭
う
の
か
一
と
語
る

こ
と
に
触
れ
た
．．
そ
れ
は
、
日
の
前

の
原
発
に
対
し
て

「な
に
も
し
て
い

な
い
」
こ
と
も
含
ま
れ
、
そ
れ
が
事

故
を
招
い
た
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
だ

と
語
っ
た
．
教
訓
に
す
が
一さ

，
，
Ｔ


